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日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯 

住
職 

谷
川
寛
俊 

 

明
年
（
令
和
３
年
）
は
、
日
蓮
聖
人
が
ご

誕
生
な
さ
っ
て
か
ら
丁
度
８
０
０
年
の
記
念

の
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
前
に
改
め
て
日
蓮

聖
人
の
御
一
生
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

日
蓮
聖
人
が
生
ま
れ
る
前
年
、
討
幕
計
画

の
罪
に
よ
り
、時
の
後
鳥
羽
上
皇
が
壱
岐（
い

き
）
に
流
さ
れ
ま
す
（
承
久
の
乱
）。
鎌
倉
幕

府
の
権
力
は
北
条
氏
に
移
り
、
執
権
政
治
が

確
立
さ
れ
る
。
一
方
大
陸
（
中
国
）
で
は
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
西
ア
ジ
ア
を
統
一
。
そ
の

孫
に
あ
た
る
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン
が
２
度
に
わ

た
っ
て
九
州
に
襲
来
（
蒙
古
襲
来
）。
日
蓮
聖

人
は
ま
さ
に
波
乱
の
時
代
を
生
き
、
末
法
の

世
、（
当
時
の
日
本
）
を
救
わ
ん
が
為
、『
法

華
経
』
の
教
え
の
も
と
、
身
命
を
捨
て
て
法

華
経
に
帰
依
す
る
覚
悟
を
持
た
れ
た
。 

 
 

誕
生･･･

貞
応
元
年
（
１
２
２
２
）
２
月
１

６
日
、
安
房
国
東
条
郷
（
千
葉
県
鴨
川
市
小

湊
町
）
に
漁
民
の
子
と
し
て
誕
生
し
「
善
日

麿
（
ぜ
ん
に
ち
ま
ろ
）」
と
命
名
さ
れ
る
。
こ

の
日
、
時
な
ら
ぬ
蓮
の
花
が
咲
き
、
泉
が
湧 

き
出
た
と
伝
え
ら
れ
る
。（
深
海
に
い
る
は
ず 

 

         

の
鯛
ま
で
が
岸
辺
に
集
ま
る
。
鯛
ノ
浦
の
漁
港

と
し
て
有
名
）。 

 

１
２
歳
「
清
澄
寺
入
山
」･･･

母
・
梅
菊
に
送

ら
れ
て
清
澄
寺
（
当
時
天
台
宗
）
道
善
房
（
ど

う
ぜ
ん
ぼ
う
）
に
師
事
し
「
薬
王
丸
（
や
く
お

う
ま
る
）」
に
改
名
。
学
問
に
励
み
虚
空
蔵
菩
薩

に
「
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
た
ま
え
」
と
祈

願
す
る
。 

 

１
６
歳
「
天
台
宗
に
て
出
家
得
度
」･･･

正
式

に
出
家
し
「
是
聖
房
蓮
長
（
ぜ
し
ょ
う
ぼ
う
れ

ん
ち
ょ
う
）」
と
称
さ
れ
る
。
翌
年
に
は
天
台
密

教
を
感
得
す
る
。 

 

１
８
歳
「
鎌
倉
へ
勉
学
」･･･

あ
ら
ゆ
る
研
究

を
志
す
為
、
鎌
倉
行
き
を
決
意
し
た
が
、
鎌
倉

に
は
書
物
が
少
な
く
、
学
者
も
多
く
な
か
っ
た

為
、
や
が
て
当
時
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
比
叡

山
延
暦
寺
に
学
び
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
る
。 

 

２
１
歳
「
比
叡
山
へ
留
学
」･･･

比
叡
山
延
暦

寺
は
、天
台
宗
の
開
祖
最
澄
が
開
い
た
お
寺
で
、

こ
こ
に
は
日
蓮
聖
人
の
向
学
心
を
満
足
さ
せ
る

書
物
に
溢
れ
て
い
た
。 

 

２
４
歳
「
法
華
経
こ
そ
真
の
教
え
と
覚
知
す

る
」･･･

横
川
定
光
院
に
暮
ら
し
、
こ
こ
を
拠
点

に
高
野
山
（
和
歌
山
県
）、
四
天
王
寺
（
大
阪
）

な
ど
で
修
行
。
つ
い
に
『
法
華
経
』
を
真
実
の

仏
語
（
全
て
の
人
を
救
う
お
釈
迦
様
の
唯
一
の

教
え
）
と
決
め
ら
れ
た
。 

 
 

           

３
２
歳
「
清
澄
寺
立
教
開
宗
宣
言
」･･･

４
月
２

８
日
、
清
澄
寺
に
帰
り
、「
救
い
の
道
は
『
法
華

経
』
に
あ
る
」
と
立
教
開
宗
を
宣
言
。
と
同
時

に
名
を
「
日
蓮
」
と
改
め
た
。
人
々
は
怒
り
熱

心
な
念
仏
信
徒
で
あ
っ
た
、
地
頭
で
あ
る
東
条

影
信
は
激
し
く
怒
り
、
日
蓮
を
捕
ら
え
る
よ
う

命
令
し
た
。
や
が
て
清
澄
寺
を
下
り
、
鎌
倉
に

出
て
、
松
葉
ヶ
谷
に
草
案
を
作
り
、
そ
こ
を
布

教
の
拠
点
と
す
る
。 

 

３
５
歳
「
鎌
倉
で
辻
説
法
」･･･

こ
の
頃
か
ら

鎌
倉
の
街
頭
に
立
っ
て
辻
説
法
を
行
う
。
富
木

常
忍
・
池
上
宗
仲
ら
有
力
武
士
が
信
者
と
な
り
、

や
が
て
日
蓮
一
門
が
形
成
さ
れ
る
。
翌
年
、
大

地
震
が
起
こ
り
、
そ
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に

す
る
。 

 

３
７
歳
「
立
正
安
国
論
の
構
想
を
練
る
」･･･

飢
饉
（
き
き
ん
）・
疫
病
（
え
き
び
ょ
う
）
が
相

次
ぎ
、
社
会
不
安
が
広
が
っ
た
。
た
び
重
な
る

天
災
の
原
因
を
調
べ
る
為
、駿
河
国（
静
岡
県
）

岩
本
実
相
寺
の
経
蔵
に
籠
も
る
。
そ
の
結
果
、

災
い
は
仏
法
の
誤
り
に
あ
る
と
確
信
す
る
。 

 

３
９
歳
「
松
葉
ヶ
谷
法
難
（
四
大
法
難
の
中

で
一
番
最
初
の
法
難
）」･･･

７
月
、
時
の
執
権

北
条
時
頼
に
「
立
正
安
国
論
（
り
っ
し
ょ
う
あ

ん
こ
く
ろ
ん
）」
を
献
上
し
、『
法
華
経
』
こ
そ 

 

 

末
法
の
世
を
救
う
教
え
で
あ
る
」
と
説
い
て 

改
宗
を
迫
る
。
そ
の
た
め
念
仏
信
徒
ら
の
怒 

り
を
か
い
、
８
月
２
７
日
、
草
案
を
焼
き
討 

ち
に
さ
れ
る
。 

※
立
正
安
国
論
と
は
、
正
し
い
法
を
立
て
て 

国
を
安
泰
に
す
る
と
い
う
意
。 

 

以
下
、
次
号
へ
続
く
・
・
・
。 
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